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“Woman in national parliaments” 
【正】 
“Women in national parliaments” 










Yemen. Rep.の Upper House or Senetaのデータが欠落 
【正】 
Upper House or Senetaの 111議席中、女性議員は 2議席、占有率は 1.8% 
 
【追記】 
本論にて抜粋及び考察を行っている資料は、Inter-Parliamentary Union HP “Women in  
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係性を考察する研究アプローチを採用している 48。同様に Eligur, B.が用い



































































































































































次に使用する指標について述べる。「政治的自由度」は The Economist 
Intelligence Unit（以降 EIUと表記）が発行した ”Democracy Index 2012” 67
におけるランキングを、「識字率」は UNESCO Institute for Statistics（以
降 UISと表記）が発行する “ADULT AND YOUTH LITERACY : National, 
regional and global trends, 1985–2015” 68における数値を参照とする。「GDP
成長の推移」はThe World Bank HP 69にて公表されている数値データを、











（出典）The Economist Intelligence Unit "Democracy Index 2012" を参考に筆者編集
この Tableから、イスラーム世界は未だ政治的にダールのポリアーキー
には程遠い状況にある事が見て取れる。この資料は全 167カ国を“Full 

























































この項目では事例対象国の過去 13年間における名目 GDPと国民 1人
当たりの GDP (per capita)の成長率について検証する。Figure 1、2は共
に The World Bankが HPにて公開しているデータを参考に筆者が編集し
たものである。
Figure 1：事例対象国における名目 GDP成長の推移（2000年～ 2013年）
単位：百万ドル　　　　　　　　　（出典）The World Bank HPを参考に筆者作成
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Figure 2：事例対象国における国民 1人当たりの GDP成長の推移（2000年～ 2013年）
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Burgat, F.と Dowell, W.は、女性のベール着用や神秘主義的価値観に傾倒しつつ、
それらの価値観を現代において復興し実践するムスリムであると論じている










する。（出典）Asad, T. (2003) Formation of the Secular: Christianity, islam, modernity, 






 15 特にケマリストはその傾向が強いと指摘されている。（出典）Gulalp, H. (2001) 
“Globalization and Political Islam: The Social Bases of Turkey’s Welfare Party,” 





係に関しては、Karpat, K. Hなどが時系列にて詳細に論じている。（出典）Karpat, 
K. H. (1996) “The Ottoman Rule in Europe from the Perspective of 1994,” in Mastny, 





歴史的経緯について、”the Tanzimat period (1839–1923)”、“the Republican period 
(1924–1950)”、“Multi-party period and the Cold War (1950–1983)”、“the neo-
liberal revolution (1984–1999)”、“the Europeanization, i.e. the implementation of 
the Copenhagen criteria, period (1999–present)”の 5区分に分類している。（出典）
Yavuz, M. H. (2009) Secularism and Muslim Democracy in Turkey, London: Cambridge 
University Press, pp. 17.
































 24 アンダーソン，B.の”imagined political community”の概念は、「国民 (nation)」を
想像された主権的な「イメージ」として捉える事を強調し、その形成過程において









































































 32 Eligur, B. (2010) The Mobilization of Political Islam in Turkey, New York: Cambridge 
University Press, pp. 189–197.











典） Onis, Z. (1997) “The Political Economy of Islamic Resurgence in Turkey: The 











 37 テイラーは、多文化主義 (Multiculturalism)の時代におけるアイデンティティは他者




事の政治における重要性を説いている。（出典）Taylor, C. (1994) “The Politics of 
Recognition,” in Taylor, C. and Applah, K. A. Eds., Multiculturalism: Examining the 
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レンなど非ウラマーのイスラーム解釈者や高学歴の若年層によるイスラーム価値観
の尊重などがその要素として論じられている。（出典）Yavuz, M. H. (2003) Islamic 
Political Identity in Turkey, New York: Oxford University Press, pp. 6–8.
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 55 Ibid., (1971). pp. 10–16.
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て最も優れた政治体制である理由として 10項目を提示している。（出典）Dahl, R. 












 59 詳細に関しては次の文献の当該箇所を参照の事。(Dahl 1971：4) 。
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 72 現在アラビア半島の各王国は地域協力機構である Cooperation Council for the Arab 
States of the Gulf (GCC)を結成している。それらはアラビア半島における OPEC
メンバーにほぼ符合している。参加国はバハレーン、クウェート、カタール、サウ
ジアラビア、UAE、オマーンである。本稿では「湾岸諸国」とも表記する。（出典）
GCC HP (http://www.gcc-sg.org/eng/index.html)（2014年 10月 19日閲覧）
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べきであると主張している。（出典）Beblawi, H and Luciani, G. Eds. (1987) The 
Rentier State, London: Croom Helm, pp. 50–53.
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 84 福富、前掲書、pp. 78.
